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ウ
イ
グ
ル
文

文
殊
師
利
成
就
法
の
断
片
一
葉

田

毒

典

五四三二ーは

次
が

き

文

書

の

概

観

文

書

の

時

代

0
3自
宮
口
の
稽
鋭

チ
ベ
ァ
ト
悌
教
の
影
響

テ
キ
ス
ト
(
付
・
チ
ベ
ッ
ト
文
)

au 
oo 

目しは

し

カミ

き

回
鵠
帝
園
滅
亡
(
八
四
O
年
)
後
、

①
 

を
み
た
。
こ
の
遊
牧
諸
部
が
定
住
化
の
傾
向
を
た
ど
る
と
同
時
に
、

西
遁
し
た
ウ
イ
グ
ル
系
遊
牧
諸
部
は

中
央
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
王
園
を
建
て
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
成
立

農
耕
民
も
、

ソ
グ
ド
〈
胡
〉
人
な
ど
の
西
域
商
業
民
や
オ
ア
シ
ス
諸
園
の
都
市
住
民
・

②
 

ト
ル
コ
語
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
、
漸
次
ト
ル
コ
化
し
た
。
か
く
し
て
彼
ら
は
在
来
諸
文
化
を
権
承

し
、
さ
ら
に
周
遊
地
域
か
ら
諸
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
ウ
イ
グ
ル
|
ト
ル
コ
族
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
リ
元
朝
支
配
期
に
至
っ
た
。

き
て
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
敦
埠
地
方
か
ら
将
衆
さ
れ
た
ト
ル
コ
語
文
書
資
料
中
、
併
典
鶏
本
〈
版
本
〉
に
閲
し
て
い
え
ば
、
諸
悌
典
は
、

ト
ル
コ
族
と
混
血
し
た
り
、



@

@

:

@

⑤

 

ト
ハ
ラ
語
A
〈
、
吋
司
苛
u
U
・
中
園
語
〈
叶
白

4
E
6
・
イ
ン
ド
語
(
〉
ロ
町
長
停
)
・
チ
ベ
ッ
ト
語
(
吋
ロ
M
U

ロ
丹
〉
か
ら
繭
課
さ
れ
た
こ
と
、
が
確
認
さ
れ
、

ウ
イ
グ
ル
悌
敬
一
文
化
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
た
だ
、
従
来
の
注
目
す
べ
き
、
少
く
な
い
解
讃
研
究
の
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
併
数
受
容
を
裏
づ
け
る
文
献
史
料
が
不
十
分
な
た
め
に
、
各
文
書
資
料
を
総
括
的
か
つ
遁
確
に
ウ
イ
グ
ル
文
化
史
上
に
位
置
づ
け
る

こ
と
は
た
や
す
く
な
い
。
今
も
な
お
文
書
の
解
譲
に
よ
っ
て
新
史
料
を
提
出
す
る
こ
と
が
、
依
か
せ
な
い
基
礎
的
作
業
の

一
つ
で
あ
り
、
大
谷

蒐
集
品
中
に
、
偶
々
護
見
し
た
小
断
片
の
一
葉
を
敢
え
て
紹
介
す
る
の
も
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。

龍
谷
大
皐
園
書
館
所
臓
の
大
谷
探
検
隊
将
来
日
間
文
書
番
競
二
六
九
五
は
、

ウ
イ
グ
ル
文
ト
ル
コ
語
の
文
殊
師
利
成
就
法
の
寓
本
断
片
で
あ

る
。
コ
ル
プ
ィ
H

サ
ン
ギ
ャ
シ
リ

O
o
Z缶

ω
g自
伝
ま
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
踊
課
さ
れ
た
。
し
か
る
に
ラ
ド
ロ
フ
当
・

何
回
色
目
。
ぬ
の
護
表
し
た
版
本
に
、
こ
れ
と
同
一
人
物
の
語
者
名
が
み
え
、
そ
の
版
本
の
詳
述
は
、
ガ
バ
イ
γ
〉
・

4
8
0同
Z
E
に
よ
れ
ば
、

ウ
イ
グ
ル

E
園
下
で
行
わ
れ
た
。
石
漬
純
太
郎
篇
「
西
域
古
代
語
の
悌
奥
|
|
研
究
の
回
顧
と
展
望
|
|
」
(
『西
域
文
化
研
究
』
第
四
、
四
四
|

ガ
バ
イ
ン
設
に
賛
意
が
表
わ
さ
れ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
断
片
の
政
文
と
比
較
検
討
す
る
と
き
、
ガ
パ
イ

四
五
頁
)
で
も
、

し
か
し
な
が
ら
、

- 87ー

シ
設
は
訂
正
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
文
書
番
競
二
六
九
五
は
、
か
つ
て
西
域
文
化
研
究
舎
〈
代
表

@
 

ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
の
先
達
の
研
究
に
射
す
る
、
思
わ
ざ
る
批
判
も
上
記
研
究
舎
の
成
果
と
し
て
寛
恕
願
い
た
い
。
制
到
比

文
献
の
チ
ベ
ッ
ト
文
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
皐
の
百
済
康
義
氏
よ
り
全
面
的
協
力
を
得
、
音
語
と
封
腰
部
分
の
羽
一
昨
出
を
試
み
た
。
こ
の
種
の
チ

ベ
ッ
ト
密
数
傍
典
は
難
解
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
南
文
と
も
解
讃
に
十
全
を
期
し
え
な
か
っ
た
が
、
至
ら
ぬ
筆
者
の
責
任
で
あ

石
演
純
太
郎
、

一
九
六
O
年
〉
の
事
業
に
お
い
て
解
讃
の
封
象
に
数
え

ま
た
ウ
イ
グ
ル
、

る
こ
と
を
諒
と
せ
ら
れ
、
大
方
の
御
敬
一
示
を
仰
ぎ
た
い
。

文

書

の

概

観

87 

@
 

大
谷
蒐
集
品
文
書
番
披
二
六
九
五
は
、
縦
横
九
×
一
一
二
セ
ン
チ
、
淡
黄
色
に
饗
質
し
た
、
や
や
厚
手
紙
の
一
葉
で
あ
る
。

ウ
イ
グ
ル
文
は
縦
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書
き
、

一
面
同
に
二
二
行
、
他
面

ωは
ウ
イ
グ
ル
字
一
五
行
の
ほ
か
、

四
ケ
所
に
チ
ベ
ッ
ト
字
の
手
窯
が
み
え
る
。

ウ
イ
グ

ル
文
の
書
鐙
は
走

行
鐙
(
ロ
ロ
吋
田
宮
内
〉
で

一
見
粗
雑
に
み
え
る
け
れ
ど
も
稚
拙
で
は
な
い
。

ω面
末
尾
に
あ
る
数
行
の
ウ
イ
グ
ル
文
と
一
一
一
ケ
所
の
チ
ベ
ッ
ト
字

は
別
筆
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
あ
と
か
ら
の
添
え
書
き
で
あ
ろ
う
。
筆
跡
は
、
別
筆
を
除
く
と
磨
滅
し
て
不
鮮
明
で
あ
り
、

さ
ら
に
判
讃
の
困
難

な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ウ
イ
グ
ル
文
の
内
容
を
み
る
と

制
面
は
経
典
翻
中
一
一
昨
の
践
で
、

「
文
殊
師
利
の
成
就
冨
自
合
言

E
E
m
g
Eロ
由
良
公
古
・
冨
白
山
吉
宮
・

回削円山}戸曲ロ同)」は、

コ
ル
デ
ィ

u
サ
ン
ギ
ャ
シ
リ

O
o
E丘

ω間ロ
mmhw即
日
同
日
と
い
う
人
物
、が、

「
新
た
に
チ
ベ

ッ
ト
の
言
葉
か
ら
、
私
が
醗
詳
し

た
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
政
文
と
同
面
の
本
文
末
尾
に
、
「
マ
テ
ィ
H

・
ハ
ン
デ
ィ
ト
冨
包
同
宮
口
伝
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
西
撤
大
蔵
経
所
牧
の
「
聖
文
殊
師
利
成
就
法

g
g官
官

f
y
B
ε
曲目

q
z
m
Eゲ
宮

τ子回
gw
印
宵
・
〉
ミ
同
'B恒
三
丘
町
目
的
包

Z
E」

(
玄
主
作
、
ロ
吉
弘
云
欝
)
と
闘
係
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
は
、
直
ち
に
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
チ
ベ
ヴ
ト
語
か
ら
の
謀
者
コ
ル
デ
ィ
日
サ
ン
ギ

@
 

か
つ
て
ラ
ド
ロ
フ
巧
-
H
N

え
-
O
R
が
護
表
し
た
ウ
イ
グ
ル
文
版
刻
刷
断
簡
の
諜
者
と
同
一
名
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

ヤ
シ
リ
は
、

。。

る
西
臓
大
磯
健
所
牧
の
「
聖
文
殊
師
利
成
就
法
」
は
、
デ
ル
ゲ
版
東
北
大
皐
目
録
番
競
二
七
一
七
と
北
京
版
大
谷
大
皐
目
録
番
競
三
五
三
九
に

あ
る
。
便
宜
上
、
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
北
京
版
(
第
七
九
谷

イ
グ

ル
文
則
面
二
二
行
は
、

丹
殊
繭
秘
務
疏
部
三
四
、
八
五
1

五
|
三
J
八
六
i
一
l
一
ニ
)
に
針
照
す
る
と
、
ウ

八
六
i
一
l
o
-
-
J八
六
|
一
ー
ー
三
に
嘗
る
。
こ
れ
は
、
切
え

2
・f
q
5
m
m百円日
a
f
m
H
m
-
F
M〈
口
同
出
口
市
山
匂
九
J

し
た
が

っ
て

チ
ベ

ッ
ト
文
前
部
六
行
分
に
相
嘗
す
る
ウ
イ
グ

S-%
の
九
行
の
チ
ベ
ッ
ト
文
の
う
ち
末
尾
三
行

3
u
r
f
s
r
J
に
割
腹
す
る
。

ル
文
が
、
あ
る
い
は
別
の
一
葉
に
書
か
れ
て
存
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
龍
谷
大
皐
所
識
の
大
谷
蒐
集
品
中
に
は
、
こ
れ
に
類
す
る
断

片
は
ま
だ
見
嘗
ら
な
い
。

ウ
イ
グ
ル
文
の
古
代
ト
ル
コ
語
は
チ
ベ
ッ
ト
語
轄
と
、
お
お
よ
そ
割
腹
し
、
同
じ
併
典
の
内
容
を
博
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
疑
う
品
跡
地
が
な
い
。

文
殊
師
利
成
就
法
と
い
う
の
は
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
後
期
密
数
の
金
剛
乗
〈

3
2
Z
E
に
属
し
、
諸
傘
崇
奔
に
閲
す
る
成
就
法
の
一
つ
で



@
 

あ
る
命
党
文
テ
キ
ス
ト
は
、
切

-
W
E
E
n
Eミ
ヨ
編
の

ω邑
E
5
5同
日
仰
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
内
容
上
封
躍
す
る
も
の
は

な
い
。
ま
た
中
園
語
(
漢
)
課
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

左
側
に
み
え
る
、

こ
の
潟
本
断
片
の
書
寓
お
よ
び
ト
ル
コ
語
講
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
若
干
の
書
潟
・
語
棄
の
特
徴
に
つ
い
て
燭

れ
て
お
き
た
い
。
四
ケ
所
に
書
か
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
字
の
う
ち
、
上
越
別
筆
は
と
も
か
く
、

ω面
一

O
行
自
害
8
耳
切
。
(
片
手
2
・
r
m
z
o
)
の

一
種
の
「
飾
り
字
瞳
」
の
チ
ベ
ッ
ト
字
は
、
同
じ
く

J
m
m印・
8
3
と
謹
む
こ
と
が
で
き
、
筆
跡
は
ウ
イ
グ
ル
本
文
と
同
じ
も

@
 

ス
タ
イ
ン
蒐
集
品
中
の
元
朝
至
正
一

O
年
(
一
三
五
O
)
書
鶏
併
典
の
も
の
と
、

の
の
よ
う
に
み
え
る
。

そ
し
て
、

こ
の
「
飾
り
字
盤
」
は
、

書
型
が
全
く
同
じ
で
あ
る
。

語
経
の
政
文
似
面
第
二
・
三
行
に
、
内

o
t
z
Eュ
守
口
忠

〈
威
光
あ
る
命
令
に
よ
っ
て
〉
と
あ
る
、
内

o色
ロ

〈
威
光
あ
る
〉
は
、
蒙
古
語

m
o
ρ
g
の
借
用
に
違
い
な
い
。
こ
れ
に
封
躍
す
る
古
代
ト
ル
コ
語
に
合
三
呉
命
日
予
出
回
目
E
m
h
名目

g
全仏〉

(の・

2
2
8日
)
の
語
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
敢
え
て
蒙
古
語
を
使
用
す
る
意
味
に
注
意
を
梯
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
要

失
に
、

す
る
に
翻
語
・
書
潟
の
時
期
に
関
し
て
、

ウ
イ
グ
ル
族
が
チ
ベ

ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
と
交
流
し
た
時
代
を
念
頭
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

- 89-

る。

文

書

の

時

代

ウ
イ
グ
ル
族
、
が
チ
ベ

ザ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
と
交
流
し
た
時
代
は
、
普
通
に
は
モ
ン
ゴ
ル
リ
元
朝
支
配
期
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
す
で
に
鍋
れ
た

@
 

よ
う
に
誇
者
コ

ル
デ
ィ
H

サ
シ
ギ
ャ
シ
リ
は
、
ラ
ド
ロ
フ
の
刊
行
し
た
版
刻
刷
断
簡
「
聖
王
訓
誠
と
名
づ
く
る
大
乗
経
」
の
罪
者
で
も
あ
る
。

ラ
ド
ロ
フ
お
よ
び
ガ
パ
イ
ン
に
よ

っ
て
翻
-諜
の
時
代
が
論
じ
ら
れ
た
。
ラ
ド
ロ
フ
は
吐
蕃
占
領
時
代
(
八
J
九
世
紀
)

こ
の
断
筒
に
閲
し
て
、

と
考
え
、

ガ
パ
イ
ン
読
は
ウ
イ
グ
ル
(
高
畠
)
王
園
時
代
(
九
J
十
三
世
紀
)
と
す
る
。

問
題
は
ラ
ド
ロ
フ
文
書
に
み
え
る
誇
経
の
践
に
あ
る
。

そ
の
版
刻
刷
断
簡
第
三
八
J
四
O
行
に
、

開

o
n
r臼
ゴ
、
。
『
口
町
]
ロ
『
占
曲
目
τ
H
W
H
M

』
陶
口
可
(
白
)
ユ
マ
・
日
口
N
阻
・
。
。

-
c
L同

ω田
口
問
問
hw
郎
日
『
同
門
出
回
》
口
同
門
】
】
白
目
白
神
宮
司
白
口
同
町
吋
ロ
ロ
可
『
巴
『
広
口
口
問
白

i

f

-
-

I
l

l

i

-

-
ー

ー

δ
診
4
4
行
』

d
パ
u
、
で
油
代
主
ヰ
ド
¥
社
，
令
ぐ
Z
H
U
H

中
入
ミ
マ
旦
〉
川
端
M
U
V
吊
U

蛍
汁
咋
n
a
U
4
h
ご
ャ
δ
州
総

y
〔
総
「
け
〕
。

89 
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と
み
え
、
問
題
の
所
在
は
下
線
部
分
の
解
障
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
切
。
岳
∞
言
。
「
c
w
h
F
「
ρ
白
苫
ロ
官
ロ
を
チ
ベ
ッ
ト
王
と
み
る
か
、
ウ
イ
グ

⑬
 

ル
王
と
す
る
か
に
よ

っ
て
、
設
は
わ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
語
句
を
、
「
文
殊
師
利
成
就
法
」
の
践
に
よ
っ
て
、
=
円
。
色
ロ
(
作
。
£
0
)
Z

〈威
光
あ
る
〉
と
い
う
蒙
古
語
に
お
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
チ
ベ

ッ
ト
王
で
も
、
ウ
イ
グ
ル
王
で
も
な
く
、
モ
ン
ゴ

ル

(H

元
朝
〉
王
に
比
定
す
る
こ
と
が
よ
り
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
上
記
君
主
を
表
わ
す
語
句
の
解
懇
が
十
分
で
な
け
れ
ば
、

必
ず
し
も
問
題
は
解

決
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

さ
て
下
線
部
分
に
つ
い
て
、
ラ
ド
ロ
フ
は
、

⑬
 

「
王
た
る
ボ
デ
ィ
サ
ト
ヴ
日
オ
ク

シ
品
ル
ク
t

カ
ガ
ン
の
命
令
に
よ
り
:
:
:
L
と
課
す
。

一寸

ウ

イ
グ
ル
語
誇
を
命
じ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
チ
ベ
ッ
ト
の
王
と
考
え
ら
れ
、
と
に
か
く
モ
ン
ゴ
ル
王
の
誰
で
も
な
い
。
テ
キ
ス
ト
に
名
、
が
み
え
る

⑪
 

イ
ン
ド
か
ら
き
て
チ
ベ
ッ
ト
で
、
八
世
紀
末
頃
に
生
存
し
た
人
物
で
あ
る
」
と
い
う
。
ラ
ド
ロ
フ
は
課
業
を
命
じ
た
王
を
チ
ベ
ッ
ト

課
者
は
、

王
と
考
え
、
詳
者
に
つ
い
て
そ
の
人
名
の
後
半
部
サ
ン
ギ
ャ

シ
リ

ω
g
m包
忠
岡
町
公

r・
ω白召
mr弘
司
副
)
が
党
名
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

た
だ
ラ
ド
ロ
フ
が
決
し
て
モ
ン
ゴ
ル
王
で
は
な
い
と
断
定
し
た
の
に
は
、
こ
の
断
簡
が
モ
ン
ゴ
ル
時
代
ま
で
は

イ
〉ノ

- 90ー

ド
人
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。

到
底
く
だ
り
う
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
前
提
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
首
時
新
し
く
護
見
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
文
テ
キ
ス
ト
に
闘
す
る
理
解
の

手
段
が
不
備
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
研
究
に
積
極
的
に
と
り
く
み
、
彼
自
ら
が
古
代
ウ
イ
グ
ル
語
に
閲
す
る
「
音
韻
研
究
を
全
く

⑬
 

ま
と
は
ず
れ
な
構
成
に
導
い
た
」
結
果
で
あ
る
。
つ
と
に
批
判
の
劉
象
で
は
な
い
。

次
に
下
線
部
分
の
解
揮
に
つ
い
て
ガ
バ
イ
ン
読
は
別
な
理
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

⑮
 

の
命
令
に
よ
っ
て
:
:
:
」
と
課
す
。

「
ボ
デ
ィ
サ
ト
ヴ
ァ
の
家
系
を
引
く
ハ
ガ
ソ
・
ハ
ン

「
ボ
デ
ィ
サ
ト
ヴ
7

系
の
ハ
ガ
ン
は
、
た
だ
全
く
ウ
イ
グ
ル
諸
王
の
一
人
に
ほ
か
な
ら
ず
、
八
五

O
年
以

@
 

降
高
昌
の
地
に
居
住
し
た
人
物
で
あ
り
、
決
し
て
チ
ベ
ッ
ト
人
で
は
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
文
書
の
後
期
性
を
示
す
ウ
イ
グ
ル
文
の
正
字
法
や

版
刻
刷
と
い
う
篠
件
を
考
慮
し
て
、
十
世
紀
頃
に
、
文
書
成
立
の
時
期
を
嘗
て
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ガ
パ
イ
ン
が
「
ボ
デ
ィ
サ
ト
ヴ
ァ
の
後

務
の
ハ
ガ

γ
・
ハ
ン
L

と
詳
出
し
た
の
は
、
中
園
史
書
に
み
え
る
、
回
鵠
帝
園
の
祖
宗
の
一
人
の
「
菩
薩
句

5
え
∞
色
町
立
ご
ハ
六
二
九
年
に

初
め
て
唐
朝
に
入
貢
し
た
ウ
イ
グ
ル
族
の
君
主
)
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

石
漬
純
太
郎
篇
「
西
域
古
代
語
の
併
典
」

に
お
い
て
も
、
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こ
の
ガ
パ
イ
ン
読
に
賛
意
が
表
わ
さ
れ
た
。
回
。
色
町
君
(
曲
m
E
・
ヲ
ミ
匂
帥
丹
、
八
m
E
・
宮
内
F
2
2
2
帥
〉
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
傍
数
用
語
た
る
菩
薩

に
封
躍
す
る
ト
ル
コ
語
で
あ
る
。

し
か
し
か
つ
て
セ
レ

γ
ガ
地
方
に
あ
っ
た
ウ
イ
グ
ル
部
の
君
主
「
菩
薩
」

の
名
、
が
∞
色
町
田
宮
の
中
園
的
意

詩
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
嘗
時
ウ
イ
グ
ル
部
が
悌
数
的
で
あ
っ
た
と
い
う
確
誼
は
な
い
。
次
に
o
E
W
(
。
吉
田
】
〈
ロ
吉
山
〉
は
、

語
根
か
ら
生
じ
た
語
で
、
本
来
比
較
的
小
草
位
の
血
縁
集
圏
の
成
員

3
・
2
2
8
ロ
に
よ
れ
ば
、
軍
一
家
族
よ
り
も
大
き
く
、
E
Z
-
n
-
g
よ
り
も
小

@
 

さ
い
車
位
、
岡
田
g
f
-
z
g
z
a
r
s
-
-
己
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、

O
G
J
J
E
の

ウ
イ
グ
ル
文
書
で
は
波
生
的
意
味
(
「
世
代
m
g
R
主
g」

「
同
類
」
)
で
も
使
用
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
あ
く
ま
で
も
、
類
似
集
圏
の
成
員
ま
た
は
領
域
を
一
示
す
も
の
で
、
d
E
B
B
-↓
‘
〉
r
m
g
B
B
g
ロ
ベ

の
意
味
で
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
、
基
幹
・
系
統
を
表
わ
す
言
葉
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
併
頂
傘
勝
陀
羅
尼
経
」
の
ト
ル
コ
語
重
課

に
、
「
菩
薩
同
舎
慮
生
」
の
劉
語
と
し
て
、
n
d
a
-
2
4
0『

5
・
E『

r
o
g
白
色
Z
E円
=
(
N
C
L
m
周
回
。
昏
5
2
4
白
-m巾
旨

巾

z
a
E『
件

目

的

巾

Z
H
g

当
日
正

2
2
E
P
一
一
)
と
み
え
る
が
、
前
半
部
分
は
同
一
表
現
で
あ
る
。

要
す
る
に
E

切
O
門出

2
4
0
吉
山
E
1
を
、

ウ
イ
グ
ル
族
の
組
宗
た
る

さ
て

E
A
印
苫
ロ
円
山
田
ロ
=
の
解
躍
に
も
問
題
が
あ
る
。
i
呉
g
u
と
〆
曲
ロ
ゆ
が
並
列
さ
れ
る
雨
語
の
結
び
付
き
は
、

@
 

形
で
あ
る
と
レ
え
よ
う
。
ラ
ド
ロ
フ
は
奇
妙
な
表
現
で
あ
る
が
、
i
呉
g
w
は
i
g
w
(
王
)
の
名
に
属
す
る
も
の
と
理
解
し
、

は、

Z
M
呉
白
ロ
ロ
ロ
内
田
H
g
w
w
と
誇
す
。
し
か
し
な
が
ら
他
の
若
干
の
用
例
に
よ
り
、
こ
れ
は
一
種
の
熟
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
「
主
権
者

@

@
 

〈
出
2
3
岳
2・

2
-
R〉
」
ま
た
は
「
至
高
の
君
主
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
多
分
文
法
上
で
は
、
二
詞
一
意
(
出
g
岳
包
ロ
O
百
〉
と

語
法
上
至
極
不
安
定
な

- 91-

「
菩
薩
の
後
持
閣
の
(
g
ロ
切
。
仏
主
凹
印
公
g
-
〉
g
g
g
g
ロ
ロ
∞
)
」
と
課
す
の
は
、
少
し
く
付
舎
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

ガ
パ
イ
ン

み
て
き
し
っ
か
え
な
い
に
し
て
も
、

」
の
熟
語
の
成
立
候
件
を
考
慮
し
た
場
合
、

き
わ
め
て
特
定
な
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

す
な
わ

ち
、
モ
ン
ゴ
ル
日
元
朝
の
支
配
者
。
呉
g
(
0
5
5
)
の
ト
ル
コ
的
融
諜
で
あ
り
、
ま
さ
に
中
園
的
翻
諜
の
「
合
宰
皇
帝
」
と
い
う
表
現
に
相

躍
す
る
か
ら
で
あ
る
。
奈
美
彪
編
「
元
代
白
話
碑
集
録
」
中
、
一
二
八

O
年
の
莱
州
蔦
毒
官
令
旨
碑
(
在
山
東
省
援
豚
)
に
、

@
 

依
着
己
前
成
吉
思
皇
帝
聖
旨
、
合
宰
皇
帝
聖
旨
、
蒙
寄
皇
帝
聖
旨
、
今
上
皇
帝
聖
旨
裏
、
云
々

91 

と
あ
る
。

「
合
軍
皇
帝
」
す
な
わ
ち
暗
翠
皇
帝
に
つ
い
て
、
奈
美
彪
は
、

「
但
因
蒙
古
皇
帝
、
自
富
閥
台
始
正
式
用
此
稿
競
、
故
蒙
古
人
又
用
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l
t
f

li
-
-

-
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一
詞
専
指
太
宗
高
閲
台
」
と
注
轄
す
る
。
果
た
し
て
晴
宰
皇
帝
の
稽
鋭
、が
太
宗
オ
ゴ
タ
イ
に
始
ま
り
、
特
に
オ
ゴ
タ
イ
に
蹄
せ

ら
れ
る
呼
稿
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
蒙
古
人
自
身
が
「
合
空
皇
帝
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
蒙
古
人
は
「
合
翠
(
拾

多
暗
翠
皇
帝
ψ

翠
)
、
O
白百口、

O
白
.2」
と
呼
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
中
園
的
表
現
が

「
合
翠
皇
帝
」
な
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
ト
ル
コ

オ
ゴ
タ
イ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

的
表
現
た
る

=
O
回
予
ロ
官
ロ
ョ
の
稿
蹴
は
、

。
呉

g
A釦ロ
の
稿
蹴

品
唖

ま
ず
第
一
の
例
誼
は
ラ
フ
マ
テ

f
o・
何
回
口
「
自
由
民
刊
行
の
「
北
斗
七
星
経
」
(
ペ

E
Eロ
ω
E
C
H〉
断
簡
で
あ
る
。

@
 

つ
い
て
レ
ウ
ィ
キ
l

宮
-
F
2
1
n
E、
リ
ゲ
テ
ィ
「
ピ
mm己
の
研
究
、
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
先
、
ラ
ウ
フ
ァ

1

∞-
F
2同

2
に
よ
っ
て
チ

@
 

ベ
ッ
ト
語
需
が
紹
介
さ
れ
、
蒙
古
語
講
の
存
在
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
版
の
践
に
よ
る
と
、
こ
の
経
典
は
中
園
語
版
か
ら
ト
ル
コ

こ
の
断
簡
の
政
文
に

語
詩
が
行
わ
れ

さ
ら
に
蒙
古
語
に
詳
さ
れ
た
。

リ
ゲ
テ
ィ
に

- 92ー

そ
し
て
の
ち
丁
丑
(
一
三
三
八
年
)
に
チ
ベ
マ
ト
語
版
が
成
立
し
た
と
い
う
。

@
 

よ
れ
ば
蒙
古
語
版
の
刊
刻
は
、
天
暦
三
年
(
一
一
一
一
一
一
八
)
戊
辰
十
月
一
日
の
日
付
に
行
わ
れ
た
。
彼
は
ト
ル
コ
語
語
も
同
時
期
に
お
い
て
い
る

@

@
 

が
、
買
は
明
ら
か
で
な
い
。
ト
ル
コ
語
版
の
政
文
は
寓
経
功
徳
記
類
の
も
の
で
、
ラ
フ
マ
テ
ィ
刊
行
の
断
簡
(
篤
本
)
A
と
断
簡
(
版
刻
)
C
に

日
付
が
記
載
さ
れ
る
。
断
簡
A
の
日
付
は
十
二
支
記
年
法
に
よ
る
の
で
、
差
し
嘗
っ
て
年
代
を
確
定
で
き
な
い
が
、
干
支
記
年
の
後
者
、
断
筒

C
の
年
代
決
定
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
そ
こ
に
問
題
の

z
O
白
百
ロ
官
ロ

3

の
用
例
が
み
え
る
。

可

日

間

『

巳

仰

い

司

』

ωp--々
己

品

UL--
色
神
宮
ん
山

内
「
パ
淑
円
円
以
!?

4
角)
同
省
濃
川
バ

巳
-
r
-『

UEEm】
と
円
円
ロ
-
5
r
c臼
岱
仏

rH凶
m
a『

」

4
S
l
(回
)

同

開

汁

議

出

汗

r
E口

O
N
P
B
(O
Y

E

臨
み
い
ロ
ナ

-
R仲
間

国

甲

山

い

州

F

川

山

い

鳩

山

一

た

い

ぐー・口
市~~
7可心

「

1デ』
汁E
-̂-< 

'" 王様E-
fWF 

r _. 
，、

出雲
ロ
ロ《

r 
、 :0cι 

C: 

ー-fうZ

同
日
∞
)

育室与
民荒 5
》fF

口《

、;:竺
'-=午
、 ~

斗1雪.
-¥1:.:-
、〈

口
町
)

H
H
由
〉

ω-Aロ
神
田
ユ
位
同

ω
L
P
-
R
g
ロ
ヨ
ロ
可

r
o
-
Z
2

l
g
磁
A
U

詞
以
内
戸
海
面
即
恥
V
N
V

作

れ

か

P
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と
こ
ろ
で
、
輿
聖
皇
太
后
は
、

@
 

(
順
宗
)
答
刺
腕
八
刺
太
子
の
妃
答
己
(
又
は
答
士
口
)
で
、

第
二
代
成
宗
崩
御
の
と
き
、
出
居
さ
き
の
懐
州
か

即
位
さ
せ
た
。

ら
次
子
の
愛
育
繋
抜
力
八
達
(
仁
宗
)
を
立
て
て
京
師
に
入
り
、
安
西
王
阿
難
答
振
を
お
さ
え
、
北
過
に
あ
っ
た
長
子
海
山
(
武
宗
)
を
迎
え
て

か
く
し
て
彼
女
は
皇
太
后
に
な
っ
た
が
、
明
宗
本
紀
に
「
(
大
徳
)
十
一
年
武
宗
入
纏
大
統
、
立
仁
宗
魚
皇
太

元
史
雀
三
て

子
、
命
以
次
油
開
於
帝
」
と
あ
る
次
第
は
、
こ
の
皇
太
后
の
配
慮
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
英
宗
本
紀
(
谷
二
七
)
に
は
、

仁
宗
嫡
子
也
、
:
:
:
仁
宗
欲
立
魚
太
子
、
帝
(
英
宗
H
碩
徳
八
刺
)
入
謁
太
后
、
固
僻
目
、
臣
幼
無
能
、
且
有
兄
在
、

宜
立
兄
以
臣
輔
之
、

太
后
不
許
。
延
筋
三
年
(
一
三
一
七
)
十
二
月
丁
亥
、
立
篤
皇
太
子

と
み
え
る
。
太
后
は
輿
聖
皇
太
后
、
兄
と
は
武
宗
の
長
子
、
和
世
球
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
以
上
の
経
緯
か
ら
仁
宗
在
位
中
、

一
三
一
七

年
ま
で
皇
太
子
が
未
知
立
だ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
皇
慶
二
年
葵
丑
(
一
三
二
ニ
)
六
月
一
日
の
日
付
に
あ
っ
て
、
和
世
珠
は
、
大
徳
四
年
(
一

@
 

一一一

0
9
十
一
月
壬
子
の
ま
で
、
十
四
才
、
碩
徳
八
刺
は
大
徳
七
年
三
一
一

Q
一
一
)
二
月
甲
子
の
出
争
、

十
一
才
の
年
令
で
あ
り
、
両
者
と

も
未
だ
宮
廷
内
で
養
育
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
敏
文
中
に
語
名
で
み
え
て
い
る
理
由
も
判
然
と
す
る
ほ
か
、
一
一
一
二
三
年
に
お
け
る
元
朝
廷

内
の
主
た
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
政
文
に
す
べ
て
列
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ひ
る
が
え
っ
て

O
呉
戸
口
官
ロ
の
稿
蹴
は
在
位

皇
帝
の
仁
宗
を
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

チ
ベ
ッ
ト
語
版
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
語
需
は
〉
ロ
ロ
吋
即
日
正
門
回
一
・
お
ふ
ロ
(
阿
隣
帖
木
児
大
司
徒
)
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

- 94ー

ラ
ウ
フ
ァ

l
の
提

一
部
す
る
政
文
A
に
は
、

こ
の
ウ
イ
グ
ル
字
に
て
現
在
あ
る
倒
的
問
は
、
こ
れ
ま
で
何
ら
他
語
に
認
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
モ
ン
ず
ル
人
は
、
彼
ら
の
信
仰
心
を
吐
露
し
た
の

で
、
こ
れ
は
わ
が
モ
ン
ゴ
ル
の
言
葉
に
も
朝
印
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
o

・e

・--

と
み
え
、
政
文
B
に
は
、

天
麿
元
年
〔
一
三
二
八
〕
辰
放
十
月
一
日
に
、
版
本
は
印
刷
さ
れ
た
。
こ
の
経
典
は
イ
ン
ド
か
ら
、
あ
る
イ
ン
ド
同
学
者
と
玄
奨
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
し
て
中
園
で
課
さ
れ
た
。
中
国
に
て
弘
通
す
る
聞
に
、
菩
薩
の
種
姓
に
生
ま
れ
た
大
皇
帝
の
宰
相
の
要
請
に
よ
り
、
ウ
イ
グ
ル
の
教
師
、
司

g
吉
弘
片
岡
に

よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
言
葉
と
文
字
に
捌
押
さ
れ
、
二
千
部
が
印
刷
さ
れ
た
。
〉
目
立
、
『
ゆ
目
白
川

Z
ナ
M
O
ム
ロ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ウ
イ
グ
ル
〔
ト
ル
コ
〕
語
課



は
、
千
部
、
が
刷
ら
れ
た
。
書
物
は
結
成
迭
さ
れ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
と
ウ
イ
グ
ル
の
聞
に
流
布
し
た
。

@
 

と
あ
る
。
阿
隣
帖
木
見
は
ウ
イ
グ
ル
の
名
族
、
も
と
ス
ル
ミ

(ω
ロ

-E-
唆
星
迷
)
園
の
暗
刺
亦
恰
赤
北
魯
の
子
孫
で
あ
る
。

思
蟹
は
憲
宗
に
仕
え
、
ビ
シ
ュ
バ
リ
ク
に
い
た
が
、
の
ち
卒
涼
に
一
族
と
と
も
に
移
住
し
た
。
父
の
阿
的
迷
失
帖
木
児
は
世
租
、
つ
い
で
阿
隣

帖
木
見
と
も
ど
も
成
宗
に
用
い
ら
れ
た
。
武
宗
・
仁
宗
時
代
の
事
蹟
は
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
築
雄
大
夫
翰
林
率
土
承
旨
に
累
進
し
、
英

彼
の
祖
父
、

月
見

宗
の
治
世
に
は
、

「
翻
課
諸
経
」
と
み
え
る
。
明
宗
の
皇
位
継
承
に
は
北
方
に
迎
請
し
、
文
宗
の
至
順
元
年

@
 

(
一
三
三

O
)
五
月
に
は
、
大
司
徒
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
阿
隣
帖
木
児
の
事
蹟
か
ら
も
ト
ル
コ
語
詳
の
時
期
を
皇
慶
二
年
(
一
一
三

一
一
一
)
以
前
に
お
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

「
以
蓄
率
日
侍
左
右
」
と
あ
り
、

共
に
第
二
の
用
例
は
、
居
庸
開
碑
文
の
ウ
イ
グ
ル
文
造
塔
功
徳
記
(
東
壁
及
び
西
壁
)
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
村
田

治
郎
篇
「
居
庸
開
」
ハ
京
都
、
一
九
五
七
年
)
に
み
え
る
藤
枝
晃
数
授
の
研
究
に
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
居
庸
閥
過
街
塔
の
創
建
は
、
元

@
 

朝
至
正
年
間
(
至
正
三
年
・
二
二
四
三
)
で
あ
り
、
順
帝
ダ
ル
マ
シ
リ
の
治
世
に
属
す
る
。
西
壁
の
ウ
イ
グ
ル
小
字
刻
文
(
第
一
六
傷
J
第
三
一
備
)

は
、
造
塔
功
徳
記
の
後
牢
で
、
も

っ
と
も
破
損
の
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
「
今
の
天
子
順
帝
の
事
蹟
は
、
一
七
偏
以
下
に
讃
え
ら
れ
て

@
 

い
る
と
考
え
た
い
」
(
藤
枝

- 95-

少
く
と
も
、
第
二

O
偽
以
下
は
造
塔
功
徳
の
回
向
文
で
あ
る
。

@
 

阿

印

可

自

白

E
・2
Z
E
M守
宅
丘
一
ヨ
N

(

瀦
N
C
4
邸
)

官砂
川
判

蒋

i

司

琳

献

(

汁
N

V

〉

砕

U
斗
戸
守
山
佐
川
同

晃)。

⑬
 

国

Em'口
出
口
岡
山
岳

N
-
E
B口
宮
口
白

E
B
2・
包
括
(
滋
N
A
忘
)

品
叩
時
汁
(
滞
除
)
吊
)
同
(
汁
N
V
)
一-砂
川
羽
畑
、
当
・
隠
寸
九
)

内
容
上
よ
く
一
致
す
る
蒙
古
語
パ
ク
パ
小
字
刻
文
で
は
、
岡
田
E
P
E
Eロ
門
出
国
ロ
の
語
に
射
し
て
、
同

-
g
(
5・白ロ
〉
で
寓
さ
れ
る
が
、
雨

文
と
も
在
位
皇
帝
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

カ
シ
プ
カ
ル
出
土
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ト
ル
コ
語
文
献
に
あ
る
。

第
三
の
用
例
は
清
朝
時
代
、

羽
田

明
教
授
の
誇
注
研
究
か
ら
抜
一卒
す
れ

95 

tま
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何

?ru、
臼
凹
州
w

白山口白
H
N
N
叶一ロ』戸〕三
-
L
ω
r
r
山』山口

rrω
ロ』内山ベ
ロ可白ユベ
A
r出
口
百

湖
J
『
N
V
守

n

z

-

H

N

N吋
骨
令
官
主
用
-
5
H
H
陥
内
)
円
滑
¥
対
b
u
o
h
u
す
な
業
。
パ
-

⑫
 

と
あ
る
。

以
上
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
例
誼
か
ら
す
れ
ば
、

Z
O
白
『
白
ロ
宮
口
=
の
語
は
1

文
法
上
二
詞
一
意
(
出
向
口
止
包

5
5
)
の
語
法
で
は
あ
っ

て
も
、
特
定
な
熟
語
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
と
思
う
。

モ
ン
ゴ
ル

H
元
朝
に
お
レ
て

O
白
苫
ロ
の
穣
競
が
オ
ゴ
タ
イ
汗
よ
り
始
ま
っ
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
熟
語
は
ま
さ
し
く
そ
の
ト
ル
コ
語
語
に
嘗
り
、
拾
翠
皇
帝
と
い
う
表
現
に
慮
、ず
る。

ウ
イ
グ
ル
人
は
、

お
そ
ら
く
歴
代
の
在
位

皇
帝
を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
た
に
違
い
な
く
、
清
朝
時
代
に
至
っ
て
も
主
権
者
の
稽
競
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、

ラ
ド
ロ
フ
文
書
の
用
語
も
全
く
同
様
な
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
に
腰
、
ず
る
大
谷
文
書
の

E
m。
色
己
主
、
か
蒙
古
語
〈
威
光
あ
る
〉
で
あ
る
故
に
意
味
を

持
ち
、
そ
の
よ
う
に
解
讃
し
て
説
り
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
要
す
る
に
、

ウ
イ
グ
ル
文
「
聖
王
訓
誠
と
名
づ
く
る
大
乗
組
」

て
も
、

い
つ
頃
に
限
定
さ
れ
る
か
、
そ
れ
に
関
し
て
は
ご
く
一
般
的
な
観
貼
か
ら
考
察
す
る
ほ
か
に
、
有
数
な
方
法
は
な
い
。

お
そ
ら
く
元
朝

- 96ー

お
よ
び
「
文
殊
師
利
成
就
法
」
は
モ
ン
ゴ
ル
日
元
朝
時
代
に
融
課
さ
れ
た
と
考
え
る
。
で
は
モ
ン
ゴ
ル
H
元
朝
時
代
、

オ
ゴ
タ
イ
汗
以
降
に
し

の
ラ
マ
教
受
容
後
、

さ
ら
に
限
れ
ば
、

一
四
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
可
能
性
が
大
き
い
と
い
い
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

四

チ
ベ

y

ト
併
教
の
影
響

チ
ベ

ッ
ト
併
教
が
ト
ル
キ
ス

タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
文
化
に
い
か
な
る
閥
係
を
持
っ
た
か
と
レ
う
課
題
は
、
興
味
深
く
ま
た
未
確
定
の
問
題
で
あ

る
。
本
稿
に
閲
し
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。

ガ
パ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

日
常
的
用
語
や
名
稽
は
チ
ベ
ッ
ト
語

か
ら
借
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、

旬

司

会

h

-

ナ
J

ナ
J

-
E
E
C
ぷ
5
C
E
2
n
Z)
者
刊
日
て
と
∞
ロ
ゲ
ロ
ミ

2
6
2
F回
目
自
由
べ
は
チ
ベ

ッ
ト
語
に
由
来
す

る
。
こ
の
事
買
は
チ
ベ
ッ
ト
人
の
仰
教
的
熱
意
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
彼
ら
が
タ
リ
ム
地
域
に
し
ば
し
ば
軍
事
干
渉
を
行

っ
た
結
果
に
ほ
か
な
ら

@
 

ぬ
と
い
う
。
こ
の
護
言
は
い
さ
さ
か
重
大
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
雨
語
と
も
に
傍
教
・
マ
ニ
教
関
係
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
で
は
頻
出
度
の
高
い



民

相
g~減'P~，C'.'

~
ト
マ
ト
ム
君
主
総
-
\
J
Q
~
隆
会

l近
海
君
判
'
v

t1~ヰ
〉
割
恒
よ

J;'.王
子
(
l
，
~
ミ
心
'
P
喝
の
。
:
t
J
.
右
，

s
u
b
u
r
r
a
n

笠
気
、

zι
閉
g

*
z
m
r
r
'
n
 

@
 

~
堤

'6
:
t
:
士
心
~l'(ò\'

冷lJ同E
千J
~

l'(òl)
付
~
'

-r'P ~tl長
ム

4当
初
時

J心
千
J
~
的
。

yirtincü
-，(iJ制+:!¥ト，，(

~
ι
問
E監
椙
'
:
R

11詰
や
!
と
」
ミ
~
\
-
'

ム
ぬ
よ

J...)ν
-，(iJ'

~
必
当
ヰ
」
出

...)v'
蹴
判
明
g
~

-，(íJt<(Í'
+:!l)QltigQ

担
題
程
も
，

-，(iJ...) 
rt

ト
斗

i
'
t¥ 

~ト
-
Q
撞
倒
(Ql国

騨
~
担
保
←
ト
Q

-，(íJQ
@

 

ベ
J←
~
'
~
'

1
 ~離Q
持
組
制
~
脳
理
主

4ミ
心
制

υ+:!
穏や~l'(ò-\Jユ

Jミ
~
~
笠
必

t工
、
必
ム
。
心
、
γ
、
え
令
〈
制
国
主
~
¥ト，，(

~
ム

4ミ
心
Q
~
里
民
間

E'誌
411 v

枠

制
...);'ヨム久jム

心
Q
'P~;'ヨム

i~"
同
g~球

Q
麗
謀
ヰ
」
士

Jミ
心

Tト，，(
~
ム
君
主
総
-
\
J
Q
~
霊
峰
会

JI糟
程
←
ト
Q

l).リ
~
'

iI1同
J
細I'¥-，蝿

5ま
や
:
当
必
ム
ム

4

A('\~~--lミヰ二時。

か
わ
(
~
ム
製
鋼
(
Q
寵
牒

iよ
F
ム
ν
~
'
桓
料
情

4千J
L!.民心星野':t+:!

Q
o
l
u
d
i
 S

a
n
g
g
a
きiri

税
Q
陸
製

Q
笠
ふ
と
よ
，

1
 1騨
Q

-，(íJQ':R..8ミ心~

ν
ユ
向
。

1
Ç
\
~
'
照

EB
1恥
世
t
1
L
!
.
吋
ゃ
い
「
附
同
十
年
半
制

E殴
毛
主
剖
(
J
-
\
J
~
下
士
心
4こ
ど
勺
;
)
)
Q
V

←'PL!.哩兵+:!':R'
t¥ 

l;眠、ァ
λ
担問題集

EE
@

 

Q
'

殴
特
恵
仲
部
献
に

111
i
'
告

E
長
以
ぎ
恋
心
兵
ν

ム
点
。
使
関

Q
録

己
墨
Jν

立
←
や
以
庫
駅
嬰
く
判
兵
ぷ
明
心
や
持
3
。
W
G
1
Z
H
4
必

子
。
話
点
以
'
聴
器
~
Q

醤-\J';ヰ
'~...)，m，同

規
も
《
心
付
~
、
以

rぜ
射
的
。

4
6
a
3
)
 
'"・

H
・，-

tort 
t日
rl

也
g

kasig-l
呂
rig

四
種

の
次
第
を

4) 
yol-ca 

u
d
u
s
m
a
q
-
l
i
r
-
t
a
n
i
n
g
 
n
o
m
l
u
r
 t
a
m
r
a
q
-
i
r
C
?
)
 

道
に
結
合
す
る
こ
と
に
お
け
る
法
の
の
ど
く
び
(
要
諦
)
を

5) 
cor-1ur 

yalin-lir 
u
l
u
r
 b
a
q
s
i
 n

a
r
u
b
a
-
n
i
n
g
 

威
光

あ
る

大
師

N
亙
ro-pa

の

6) 
k
i
r
W
 ariz-indin 

n
o
m
l
a
y
u
 y
a
r
l
i
q
a
m
i
s
，
 qu1raq-

異
質

の
口

か
ら

説
き

た
も
う
た
る

耳

7) 
tin 

q
u
1
r
a
q
-
q
a，

 ariz-tin 
ariz-qa 

ular 
sapir 

か
ら

耳
へ

口
か
ら

口
へ

侍
え

縫
ぎ

8) 
b
o
l
m
i
s
 dantir-a 

ar
臼
r"

saki-Iir 
t
o
y
i
n
 
u
l
u
r
 

た
る

T
a
n
t
r
a
 
な
り
。

S
a
-
s
k
y
a
源
の
僧
大

9) 
b
a
q
s
i
 C

W
X
 C

W
 bar-1ir 

d
a
r
m
a
 torCi 

coski 
師

?
 

姓
の

D
h
a
r
m
a

r
d
o寸

e
c
h
o
s
 
k
y
i
 

10) 
i
r
g
a
m
s
a
n
 n

o
m
l
u
r
 tuu)-

at1r 
b
a
q
s
i
 
u
z
a
 

r
g
y
a
l
-
m
t
s
h
a
n
法
随
と
い
う
師
に
よ
っ
て

11) 
y
a
r
a
t
m
i
s
 
ar

臼
r"

了
也

t
u
b
s
u
z

taring 
b
u
 

作
ら
れ
た
り
。

底
な

し
に

深
い

こ
の

4
6
b
1
)
 dantir-a-ning，

 t臼
put-ca-sin

k
o
r
白
p
，

T
a
n
t
r
a

の
チ
ベ
ッ
ト
語
の
も
の
を
み
て

2) 
t
臼
m
k
a

biligsiz 
W
m
a
n
i
n己

qulut

Jl邑
才

無
撃

の
T
u
m
a
n
i
n
c

Q
u
l
u
t
が

3) 
qamil-lir 

ari-a 
acari

，
 tu
k
a
l

四lig
bilig 

Q
a
m
i
l
 C 恰

密
)

人
λ
r
y
a

C聖
〉

阿
随

梨
全

智

4) 
i
s
d
u
n
b
a
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a
q
s
i
-
n
i
n
g
 b

o
s
u
r
 yarlir-i 

u
z
a
 

S
t
o
n
-
p
a

師
の

皐
命

も
て

の
お

iru
a
q
d
a
r
u
 t
a
g
i
n
u
r
i
m
"
 

翻
謬

L
奉
る
，
私
は
。
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B
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m

川

間

同

獄

十

」

神

陥明

滋

》

斗

)
m凶可

4

片山い司同可制凶口間同』釦位
m
-
D
rん山口
rrmw-
同』・

泊
ざ
国
(
白
)
打
守
中
z

h
ド

h
y
d
下
h
p
u可
ヰ

叫

∞)
ロ
『
』
三
三
日
(ゆ)ロ
uRV
ロ間同『
O

同『三即日目白ユ『

Z
Z口問

。。巳c
y
胡

pu

当

俗

ωRH可
吋
，

E
E向
性

同

⑦
窓
口
白
色
。
『
己
主
ロ
m
-
S
問即日'臼
H

E

N

邸
玄
三
壬

g
g
Lロ
包
間
同

刈
潟

、
、「
川
問
中
吊〉
A
W

郡司
μ
h
d
パ
鵬
溺
「
汁
・

品HY
5
。
ω包
y
c
一

軒

仙
明

U
O
M

件。

H
D)

-o
四
回・
目
。
〔
中
入

'
に
ザ
刊
行
パ
〕

城
野

Ilr.'lI 
諒

不
明
の
語
を
残
し
た
こ
と
は
遺
憾
に
思
う
が
、
要
す
る
に
イ
ン
ド
の
タ
ン
ト
ラ
亭
者

Z
E官
(
H
E
T
H
H
Oお
の
口
承
タ
ン
ト
ラ
が
、

サ

キ
ャ
波
倫
の

0
7
2
5酔
H
L
O
A
]
伺

nys--qH
認
可
白
-
'
B
Z
Zロ
法
憧
と
い
う
師
に
よ

っ
て、

チ
ベ
ッ
ト
語
で
輩
聞
か
れ
た
。

そ
の
タ
ン
ト
ラ
を

カ
ム
ル

(Oω
自
己
・
恰
密
)
人
の
同
印
門
吉
ロ
ゲ
目

(HHσ2・
ω円
。
口
百
)
師
の
命
に
よ
っ
て
、
叶

E
d
z
Eロ
作
。
己

E
が
ト

ル
コ
語
に
翻
課
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
内
容
、

チ
ベ
ッ
ト
語
作
者
・
ト
ル
コ
語
詩
者

と
も
に

目
下
の
と
こ
ろ
、

他
に
比
定
す
べ
き
文
献
は
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど

- 98ー

も
、
元
朝
支
配
期
に
属
す
る
詳
経
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
と
考
え
る
。

切。
L
F

向山『

g
・
白
(
咲
切
。
F
E
F
2
5白
〉
の
作
、@

 

〉

E
F
書
寓
人

目

-m凶
叶
白
}
ミ
似
白
!E
の
も
の
で
あ
る
。
護
雅
夫
氏
の
紹
介
で
よ
く
知
ら
れ
る
ト
ル

コ
語
課
金
光
明
最
勝
王
経
第

一
巻
(
「
序
」)

次
は
「
四
天
王
供
物
法
」
E

叶
O
H
昨
日
(
白

)
5
5ロ
内
片
(
伺
〉
ロ
mュ・
-m円

E
仏

O
『目白血

σ
5官
官
ロ
∞
u
v
q
H
N

宮田
]
1
H
u
o
n
Y
3
・

3rzτ
ぬけ
O
ヤ
自
白

ト
ル
コ
語
誇
者

同，白ロ〈

g
z

の
題
名
で
知
ら
れ
、

チ
ベ
ザ
ト
語
作
者
は
不
明
で
、

ny
。.my)

の
中
に
牧
録
さ
れ
、

清
朝
康
照
二
六
年

(
一六
八
七
)
十
月
二
十
四
日
に
敦
煙
で
書
寓
さ
れ
た
。

勿
論
こ
の
経
典
は

金
光
明
経
と
は
別
も
の

で
、
書
掲
の
際
に
牧
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
護
雅
夫
氏
の
指
摘
す
る
如
く
金
光
明
経
の
翻
諜
と
同

一
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

@
 

ら
く
こ
れ
も
元
朝
時
代
ま
で
下
る
叩
枠
組
と
考
え
た
い
。

お
そ

る。
文
書
資
料
で
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
の
翻
詳
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、

元
史
本
紀
(
各
二
九
)
に
「
泰
定
元
年
〔

一一
二
一
一
四
〕
秋
七
月
丙
午
、

以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、

わ
ず
か
な
が
ら
元
史
に
は
課
程
の
記
載
が
み
え

以
田
沢
冗
字

詳
西
番
組
」
と
あ
る
が
、

ウ
イ
グ
ル
(
畏
冗
)
{
子
は
ト

ル
コ
語
の
こ
と
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
迦
魯
納
答

ス

C
R
E包
弘
司

ご
三
二
年
波
)
は
ウ
イ
グ
ル
(
畏
吾
見
)
人
で
、
「
天
竺
教
」
お
よ
び



チ
ベ

v

ト
(
西
番
)
語
を
拳
習
し
、
「
以
畏
吾
〔
見
〕
字
、
詩
西
天
・
西
番
経
論
」
と
あ
旬
。
ま

元
史
文
宗
谷
三
六
木
紀
苛
5
z
g
印
刷
同
己
一
=
三
二
年
波
)
は
、
カ
ム
ル
出
身
の
ウ
イ
グ
ル
人
で
あ
る
。
幼
少
よ

り
ウ
イ
グ
ル

・
イ
ン
ド
語
に
通
じ
、
入
朝
後
チ

ベ
ッ

ト
・
中
園
語
に
も
熟
達
し
た
と
思
わ
れ
る
。
漢
文
か
ら
「
梼
巌
経
」
、
イ
ン
ド
語
か
ら

「
大

乗
荘
厳
賓
度
経
」
、
「
乾
陀
般
若
経
」
、
「
大
浬
駒
栄
鰹
」
、
「
稿
讃
大
乗
功
徳
経
」
、
チ
ベ
ッ

ト
語
か
ら
「
不
思
議
稗
観
経
」
等
を
詳
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
弘
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
の
翻
課
程
典
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
泥
金
ウ
イ
グ
ル
字
に
よ
る
「
無
量
喜
一
併
経
」
宇
都
)
翁
弘
簡
録

高
昌
出
身
の
合
藍
藍
比
丘
尼
の
ウ
イ
グ
ル
字

「
法
華
・

・
金
光
明
経
」
(
二
部
)
ハ
悌
組
歴
代
通
載

諸
圏
語
に
通
じ
‘
世
租
に
召
さ
れ
て
入
朝
後
、

た
必
蘭
納
識
理
(
必
刺
式
納
失
皇

辰
の
係
)
、

Tこ

至
順
二
年
四
月
戊

容
二
ニ
)
等
の
湾
経
事
業
が
行
わ
れ

要
す
る
に
、
以
上
元
朝
下
に
お
い
て
ウ
イ
グ
ル
人
の
併
教
活
動
が
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
を
列
摩
し
て
き
た
が
、

し、

わ

ゆ
る
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
閥
係
資
料
の
多
く
が
元
朝
時
代
に
属
す
る
と
い
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
た
だ
少
く
と
も
ト
ル
コ
族
の
チ
ベ
ッ

ト
例
教

受
容
に
閲
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
元
朝
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
・
ラ
マ
教
の
弘
通
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
か
と
思
う
。
文
書
資
料
の
内

容
に
閲
す
る
比
較
研
究
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
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~
~
~
 
r
~

さぎ
や〈

ミ:!.~f~
.n
t事
国
，

1
く
く
回
総
煙
。

@
 
W
.
 Radloff: 

K
u
a
n
-
si
-im 

P
u
s
a
r
，
 Beilage 

1. 
B
r
u
c
h
s
t
u
c
k
 

des A
r
y
a
 R

a
j
a
v
a
v
a
d
a
k
a
 g
e
n
a
n
n
t
e
n
 
M
a
h
a
y
a
n
a
 Sutra (Bib-

liotlzc
ca

 B
u
d
d
h
i
c
a
 
X
I
V
 SS. 6

9
-
9
0
)
.
 

②
 

「
制
民
主
主
認

4く
溢
吾
~
.
!
l
総
て
お
(
長
J~'

1
 ~同
く
社
)

1
 11
く
-

1

川
川
i
u
i
(

(I~
j窓
:
滋
繍
J

Q
廊〉。

@
 
G
a
e
k
w
a
d
'
s
 
Oriental Series N

o
.
 26

，
 41
，
 Ba
r
o
d
a
，
 1925

，
 28. 

⑨
 

口
入

L
入
+
<
総
監
察

誼
K

眠
、?

λ
傾

城
og

B
.
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_
 O
r. 

8212 
(109) 

ch. 
xix 0

0
3
;
 
Serilldia 

1
 Ox
f
o
r
d
，
 1921

，
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p
.
9
2
3
，
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隠
回

盟
主
判
長
{
時
;
程
総
1ι
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⑧
 

1~以
紛

1
O
-
l
~
'
但
録
制
。
W
1
 1
 15I' 

11旦
以
京
趣
旨
。

⑧
 

1~以苦@[1
1
1
 

'
窓
保
特
製
。

③
1~以
縛

11 み
y

*点。匹
+Hl三。

③
B. 

L
a
u
f
e
r
，
 ot. 

cit.
，
 pp
.
3
9
3
-
3
9
7
.
 

@J 
I~似
網

111
目

安
~
検
留
保
将
軍
~
i
!
を
(
凶
~
-
l
骨
同
.
.
0

)1
1
-
1
0
)
'

1~封
鎖
川
目
制
限
怜
~

(1 
1
側
兵
)
。

③
 
~
国
語
2
誌

!渠
「
悔
恨
霊
」
ー

111 
)ill(。

③
 
E

寝，
-1:'-

，，
'~
ミ
え
も
{
仲
宗
令
<

;!;Ia
11
同。

⑨
 
~
田
課
滋
!
建

P
混~申i:il千J

t!' 
i
1
+
<
付
『
杓
制
'
新

E鎧，
.，Q
':
Q
州
記
。
」

...>.J総令。，
idim(i)z'

さま
i
~
ミ
~
心
'
条
例
」
千
J
~
心
'
緩
'
1
(
ν
総
額
給
会

j

~
ム
t
<
l
0
t
!
言
語
惚
右
側
属
千

J時
点
。

⑧
 
~
m
~
~
量
曙
，

:
r
æ
~
仰
千

J
t!' 

i擬
制
0
~
昨
ム

Hく
ゆ
れ

J制
0
J

...>.J慌が。

*
~
令
{
0

[
s
]
 
...>.J 

[
z
J
 
0
同
件
現
t
!
~
ト
.
.
.
)
.
.
.
，
挺
型
住
包
千
)
t!;'::6ム

o

'idizi
'
営

idiz
+

 i
 (idiz:

‘h
o
c
h
，
 hi
g
h
')

 ~
 t!~さ

v
'

i
d
i
+
s
i
...>.J 

や
吋
ぷ
ム
。

⑤
~
m
~
 
i
G
h
a
z
a
t
.
i
.
M
u
s
l
i
m
i
n

聡
提

J
(
I
'
~
製
卜
'
.
\
ト
民
活
総
』

i附
民
，

1
ー附
く

gj
{lj-'

11!
11
同
一
川

L
) 1 ~ jm( )' 

E. D
.
 D
e
n
i
s
o
n
 R

o
s
s
 

.
 Th
r
e
e
 T
u
r
k
i
 M
a
n
u
s
lJriρ

ts 
f
r
o
m
 K
a
s
h
g
a
r，

 La
h
o
r
e，

 1908，
 

p.24. 

⑨
A
.
 v
o
n
 G
a
b
a
i
n
 :

 Bu
d
d
h
i
s
t
i
s
c
h
e
 T
u
r
k
e
n
m
i
s
s
i
o
n
，
 Asiatica

，
 

L
e
i
p
z
i
g
，
 1954

，
 S. 

17
1. 

⑧
G
.
 
C
l
a
u
s
o
n
:
 ot. 

cit.
，
 p.792b. 

isi 
spe8llemlOp

l(c/(uii C
/
10
8
a
p
b
，
 CTp. 2

6
3
a
 ;

 G. C
l
a
u
s
o
n
 :

 ot. 

cit.
，
 p.

 
9
6
1
b
;
 
J. 

E. 
K
o
w
a
l
e
w
s
k
i
:
 
Dictionnaire 

M
o
叫
gol-

Russe-Francais 
(
v
o
l. 

III) 
p.2368b.

当~HE.[fJg 千J
必:'--1.)←~

⑮
.llp

s
8
H
s
m
l
Op

1CC
fCU

i
l
 
C

/
10
8
a
pム

J
I
e
H
H
H
r
p
a
)J.，

1
9
6
9
，
 CTp. 

405a. 

⑧
G
.
 
C
l
a
u
s
o
n
:
 op. 

cit.
，
 p.611a. 

⑧
 
縦
割
以
主
連
n
~
乞
但
惚
匙
戦
議
』
総

1
1 凶
器
主
，

11
半
減
。

⑧
E
細，

11
困}m('

itfaE
。

⑧
D
r
.
 G. R. 

R
a
c
h
m
a
t
i
 (R. 

A
r
a
t
)
:
 
Tarkische Turfan-Texte 

V
 ll
，
 Berlin

，
 19
3
6
，
 S. 
5
2
 (Sprachwissenschaftliche 

Ergeb-

nisse 
der deutschen 

T
u
r
f
a
n
-
F
o
r
s
c
h
u
n
g
 B

a
n
d
 II

，
 Le
i
p
z
i
g，

 

1972
，
 S. 

339). 

⑧
L
o
u
i
s
 Ligeti :

 No
t
e
s
 sur le 

c
o
l
o
p
h
o
n
 d
u
 ((Y

i
t
i
k
a
n
 sudur))

，
 

Asiatica
，
 Festschrift 

Friedrich 
Weller

，
 Le
i
p
z
i
g，

 1954，
 

p
p
.
3
9
7
-
4
0
4
.
 

@i 
B. 

L
a
u
f
e
r
:
 
Z
u
r
 b
u
d
d
h
i
s
t
i
s
c
h
e
n
 
Literatur 

der 
U
i
g
u
r
e
n，

 

T
'o
u
n
g
 P
a
o
 V

I
I
I，

 19
0
7，

 pp
.
3
9
1
-
4
0
9
.
 

⑧
L. 

Ligeti: op. 
cit.

，
 p.398. 

⑧
G. R. 

R
a
c
h
m
a
t
i
:
 0ρ

.
 cit.

，
 S. 

48 
(
A
:
 T
.
 III 

M
.
 131). 

③
Ibid. 

(
C
:
 T
.
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M
.
 190). 
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s
u
u
叫
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，
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n
g
 (

q
u
n
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a
r
m
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o
u
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e
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千
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⑧
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領
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拠
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平
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ば
、
こ
の
司
王
一
口
市E

の
-
語
根
は
何
か
。
お
そ
ら
く
『
町
会
ゆ
る
〈
土
地
、

m
g
c
z
v
の
波
生
活
と
考
え
ら
れ
る
が
、
出
世
尾
僻

二

5
2
の
分
析
的
説

明
が
十
分
に
つ
か
な
い
。

@

∞
・
玄
・

0
司・
∞N
-
N

(
H

S
)

の
『
・
と
)
〈

0
8・

@'切句、
s
h
N
b
】

司

坦

Nω
岨
由
日
印
一
羽

ω
問
問
問
土
史
泉
論
集

下
巻
、
二
ハ
ニ

ー

二
ハ
凶
頁
。

⑧

戸
〈
・

c
c
o
z
r
2
・
U3
E

h
H
¥h

h
え

吋
同町内
b
N
詰
h

ミ

ミ

む
号
、
h
-

oumrL-HUB-

⑧
〈
・
〈
・
刃
包

-o?ω-HW・
玄
色
。
?
句
ミ
ミ
将
司
、

3
z
b師向・

ω
E
3・

N
W
H

ミ
H
q

『hH
町内向

句
史民、
P
R
b

×
〈
ロ
・

ω岬・
目J
Z
E
r
o
C
H
m
-
H由
日

ω
一
ω
ω
E
t同

ω・(川
ω
町三
ω
子
、
山
と
た
詰
て
ミ
、
ミ
』

f

，

E
己
主
N

』
守
口
、
ベ
ロ
・
〉
口
r白
E
・
5品
目

U

護
雅
夫
「
資
料
紹
介
、
ウ
イ
グ
ル
品
川
伴
金
光
州
投
勝
王
鰹
」
(
前
病
苦
)
。

な
お
、
芯
洲
夫
氏
は
「
四
天
王
前
」
と
紹
介
さ
れ
た
が
、
正
確
な
題
名
で

は
な
い
。
こ
こ
で
は
「
凹
天
王
供
物
法
」
と
試
詳
し
た
。
し
か
し
、
西
磁

大
磁
総
所
牧
の
「
四
天
王
供
物
」
(
一
ア
ル

ゲ
版
東
北
大
謬
目
録

Z
。
・
当
芯

北
京
版
大
谷
大
型

H
録

Z
0・
ι
s
g
と
は
、
内
LW
廿上
も
釘
v

隠
し
な
い
。

③
モ
ン
ゴ
ル
H
H

元
朝
時
代
、

普
通
に
は
ウ
イ
グ
ル
族
に
あ
っ
て
は
、
彼
ら

の
言
葉
を

ト
ル
コ

語

吋
守
r
t
t
と
い
わ
ず
、
ウ
イ
グ
ル
語

C
ご
ロ
『

三
百
と
い
っ
た
。
と
こ
ろ
で
金
光
明
経
の
レ

l
-
一
ン
グ
ラ

l
ド
版
に
は
、

王
百
円
三
司
令
四
天
王
供
物
法
」
)
、
忌
司
r
c
可
豆
町
三
百

(
「
八
大
聖
地
制

多
讃
」

・「
金
光
明
経
」
)
と
あ
る
。
後
者
の

Z
ユ

ミ

『C
『
三
-
は
翻
誇

時
に
包
『
r
z
-刊
と
あ
っ
た
も
の
に
、
の
ち
に
ミ
苫
『

の
語
を
付
加
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
に
違
い
な
い
。

⑧
元
史
品
目
二
二
四
、
迦
魯
納
答
思
問問
。

⑧

元

党

径

二

O
二、

標
老
陣
。

附

記

チ
ベ
ッ
ト
文
の
い
以
定
に
あ
た
っ
て
、
デ
ル
ゲ
版
東
北
目
録

Z
0
・N

三
叶
嘗

該
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
羽
田
野
伯
猷
教
授
の
御
好
意
に
よ
り
参
照
を
得

た
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15 
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J 
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ウイグル文

大谷蒐集品文書
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du / I;lphags pa I;ljam dpal gyi sgrub pal;li thabs / I;jam dpal 
誌で 聖 な る 文 殊 師 利 の 成就の方法 文殊師利

gshon nur gyur pa la phyag I;ltshal 10/ tshad med pa daIl 

童 子 に師命する
(P.4) 

bya白 chubsems bskyed de / snags I;ldi brjod cin mi dmigs 
(S.5) 

ston par bsgom / orp sva bh凶五babi Sl釦u刷 la功与h同s悶arbadha訂rmm
[Orp svabh亘va-吋v括uddhal;lsarvadha訂r口ロmal;l

sva bhaba bi suddho harp / sto白白id dan las b arp parp a 
svabhava-visuddho 'harp) 

dkar las / rgya mtsol;li ste古 dupadma zla ba bsam / de sten 
(P.5) 

ran sems a dkar白idgyur las / I;od I;phros don byas I;dus 
① 

par lhar gyur te / shal gcig phyag gnis mchog耐 inudpaz 
(S.6) 

bsnams / rdo rjel;i skyil krun I;od zer rab I;phro ba / dar 

dkar na bzal; rin chen rgyan gyis spras / ston zlal;li mdog 
⑤ (P.6) 

can la白 tsholdan pa bsgom / orp bak kyai darp na mal; rig 
[Orp vakye da na元記アー

snags rgyal po I;burp phrag gcig gis I;lgrub / zla ba gcig gis 

blo I;phel rig pa I;dsin / dnos sam rmi lam nid du mthoIl 
(S.7) ・
thos I;lgyur / grub pal;i mtshan ma gshan yan sna白barJ:!gyur 

(P.7) 
/ ni zla gzas zin dus su ma sva nid / dar dkar gyis dril lce 

sa? 

I;og bcug la bzlas / myu gu byu白J:!gyurI;di ni grub pa yin 

/ yan na ral gri白idbzun rig I;dsin I;gyur / gre phugs‘a 
@ (S.bl) 

dkar dag las I;od I;phros pas / rgyal ba kun gyi blo gros 
(P.8) 

dpag med dag / I;dus nas kho白 duthim pas lus kun khens 
① 

/ mi brjod dran pal;i gzuns ni thob par I;gyur / sni白 dbus

zla bal;i dkyilJ:tkhor rtsibs drug la / J:tbru drug yi ge ba kod 

la gyas gyon bskor / sugs drag rtse mo rno shin rab dkar 

、
}
ノ

s

の

z
D
f
¥
 

。計力
S
i
F
I
，
 

m
Jま

加
納

-
-

O
け
を

U
M
罪

V

ハ
/

2

S

 

Q
u
a
 

(
'
D
 

a-1) T'RK T'VR'X KWYC KWYZ WN  

tark tavraq kue kuzun-

迅速に威 力

2) K' TWYK'L L YK PYLK' 

ka tukallig bilga 

を 兵仰せる 賢き

ldan myur I;dsin 
具足，迅速に保つ〔こと)
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3) PYLYK YK TWD//CY PWLWR" 
biligig tudtaCi bolur. 

知識を 持つもの となる。

4) V'M'XWYD/ /L'R V?NS'N 

Y ? L N Y N' 

? -Iar? 
? ? 

5) "DYN KWYL'M'K L'R 'WYKWS 

adin kulamaklar ukus 

の名を 稀揚するこ と 多

6) T'LY/ 'WYKDY L'R 'WYZ ' 
talim ogdilar uza 

数の 讃僻 もて

7) / / /KWP P'R'MYD L'R 
og泊p par悶ar町m'祉1

めてで、， 諸徳行

8) PYRL' / / / / / / /KW  T'BYN/ NWX 
birla yukungu tap'inru ? 

と種 奔

9) L'R Y'SD ////////// WL  / 
-Iar ? 01 ? 

? 

10) M'ND'L 'WYDWNWP / / / / / 
mandal odunup ? 

マンタ ラ 祈願 し

11) TWYZ K'RKWLK SWZ 'WL WX  

tuzkarguluksuz ulur 

「無上の 大なる

12) PYLK' PYL YKYK PYRW 
bilga biligig biru 

賢き 知識を 興え

13) y'RL YX'Z WN  /YP 

yarliqazun tip 

たまえ と

rab gsal l;lgyur / 

あきらかになる。

pha rol phyin da白

到 彼岸 と

bstod pa man po dan / 

賞讃 多くの と
、、ーー----

@ 

mtshan dan brjod da古

名競と請唱 と

-n a
ル」

Ju 
g
b
 

nu 
h
 

ー
の

山
種

七

諮

/

p

-

d
奔
¥

L

品
種

c
 

m
 

/ mal}Qal dbul shi白 gsolba 

マンタラを供養して祈祷

gdab par bya / 

すべし。

14) 'WYTWNKW 'WLηMWNY i hdi 
凸tungu oL muni _ 1_ 

新願するものなり。 これ ~μ 
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15) 'WYZ ' 'YNCYP T'RK 

uza incip tark 

もて かくしてすみ

16) T'VR'X PWYDM'KY PWL W R  

tavraq budmaki bolur 

やかに 成就するなり。

17) M'NCWSYRY 'WYZ ' 

mancus1"rI 日za

文殊師利 によって

18) 'YYYN TWDWLMYS /RYP 

iyin tudulmis arip 

随い 指せられている，

19) PYS TWYRL WK  VYDY'SD'N 

bis turlug vidyasdan-

五 種の 明庭

20) L'RYX PYLMYS 'WXMYS 

1arir bilmi守 uqmis

を 知りたる 解したる

21) CW  / / M'DY P'NDYT 

cong madi pandu 

偉大なるマティ=パンディト

22) 'WYZ ' Y'R'DYLMYS 

uza yaradilmis 

によって作られた。

ni myur du 

こそすみやかに

(P.2) 
わgrubpar J:!gyur ba yin 

成就するものとなる。

@ 

/ J:!jam paJ:!i dbya:ti.s 

柔和なる音聾

! kyis byin gyis 

iにて祝福

brlabs paQi 

されたる

(5.3) 
pat:Jclita chen po matis 

事者 大 マティが
¥ー/

mdsad pa rdsogs so 1/ 

作り たもうた。

106 

① (P.) : arya ② (S.) :功③ (P.): pas ④ (S.) : utpala @ (S.) ba 

@ (P.) : bas ⑦ (S.) : brjed ③ (S.) : nas ⑨ (P.) . dpaJ:!i 

註 a) 第 4行と第 9行の音誇は， 確定しがたい。... adin kulamaklar は tibet: 

mtshan，臼kustalim ogdilar は tibet:bstod pa ma:ti. po， yukungu tapin，u(?)は

tibet: mchod pa， mandal odunup は tibet:mat:Jclal dbul-shit主に，それぞれ針態す

る。 paramidlar は， tibet: pha-rol-phyin<skr_ paramitaの謬語であろうか。複数形

によってく到彼岸〉を費現すべきく諸徳行〉を意味したと思われるが，語句の配列がチベ v

ット文とは異なる。第21行 cong(cung) <大きし、〉は， これまでチャガタイ トノレコ語で

はじめて知られ (G.Clauson， An Etymological Dictionary p.424)， 五鑓清文鑑(謬

解上容，京都 1966，p.749 [13251])， G. Jarring (An Eastern Turki-English 

Dialect Dictionary， Lund 1964 p.75)などにみえる軍語である。 ここでは破損のため

に語頭二字だけしか確認できないけれども， tibet: chen-poに到する語会として， これ

以外には考えられなし、。
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b-1) M'NCWSYRY NYNK 

manCUSlrI-nmg 

文殊師利の

2) S官 N'SYCWXDW 

sadanasi eoqdu 

成就法は、威光ある。

3) y'RL YX 'WYZ ' XWLWDY 

yarlir 世za qoludi 

命令によって コノレディ

、、、4

Y

ヵ

R

d
リ

y
h
U
シ

q
u
A
a
 

吋

レ

E

ャ

川
四
時
ギ

M

M
ン

S

サ

、，ノ4
 

5):Y'NKYRDY TWYPWT TYL 

yangirdi t臼p首t til-

新たに チベットの言葉

7) M'NCWSYRY PWDYSTV XWDYNK' 

maneusiri bodistv qudinga 

文殊師利 菩薩 さまへ

、、，ノ

iu

・刀

m
m
私

D
訂

(

R
i山
ー
~
」

Y
引

j

V
-
E
-誇

N
 

Y

m
ら

I

t

l

 

w
h
か

Y
 

、、ー'ノ。。

8) YWKWNWRMN 

yukunurmen 

稽奔する(私は〕。

9) S'TW 

satu 

サードフ Csadhu)

10) L YXSW L YXSW 

lirso liisO 

りグソ リグソ (legs-so)

11) S'NS'Y S'NS'Y 

sansay sansay 

シャンサイシャンサイ(善哉〉

12) 'DKW'DKW 

adgu adgu 

よきかなよきかな

-107ー

// rgya gar sar phyogs 

インド 東方

dsa ga ta lal;Ii 

ジャガターラの

pa早<;litachen po da na si las 

事者 大 ダーナシーラが
、、-〆

bod yul gyi 

チベットの

dbus dra白 sro古 srinpol;Ii 

ウイ(衡〉仙人 羅剰の

① 

ri白 lhal;Iiskad las bod kyi 

高神(天〕の語よりチベットの

(P.3) 
brdar I;Ikhrul pa med par 

語に あやまりなく

bsgyur ba1).o // 

謬した。



13) PWDYSTV MX'STV 

bodistv maqastv 

菩薩 摩河陸

14) S'M'ND'P'TYRY 

samandabatiri 

サマンタバドラ

15) "PYT' 'P' ， 

abita-abaa 

アミターノ〈ー

① (S.) : rir 

108 

b) 第 9行 satu(skr. sadhu)，第10行 lirsolirso (tibet: legs-so)，第11行臼nsay

sansay (chin. shan四tsai善哉)， 第12行 adguadguは， 各々インド・チベット・中間

.トルコ語による，同じ意味の感投詞的制語である。なお第11行の左側に，一径の「飾り

字飽」でチベット字“legs-so"とあるが， スタイン蒐集品中の元朝三t.正十年(1350)寄

寓仰典 (BritishMuseum Or. 8212 (109) ch. XIX 003)の第46葉 b面第10行自のチベ

ソト字と同一字慢である。第7・8・13・14・15行は， }]IJの筆跡で，より鮮明に書かれて

いる。第11行目下部にみえるチベット字 (sa白 sa?)はこれと同筆の細書きであるが，

第14・15行目 l二部のチベット字 (sadm..? gyas?; da白 gphyacha ?)は， また別な筆

跡のようにみえる。意味は明らかでなし、。

Abita-abaa， skr. Amitabha 

婆，費耳、j主光(阿粥陀仰)

ad (at) 名

誼dgu よし、

ar- ある

avir- 翻課する

bil- 知る

bilga 賢い

bilga bilig 英知

bilig 知識→bilga

bir- 興える

birla と，ともに

語

阿蒲多 ! bud-(but-) 成就する a) 16 

b) 15 cong 大きい a) 21 

a) 5 coqdu， mong. coqto 椴威ある，威

b) 12 光ある b) 2 

a) 18 incip かくして a) 15 

b) 6 iyin 随い a) 18 

a) 20 kuc 力 a) 1 

a) 2， 12 kue kuzun 威力

l Mla- 稽拐する a) 5 

a) 3， 12 i kuzun 力→k泌 a) 1 

a) 12 lirso， tibet: legs-so=skr. sadhu b) 10 

a) 8 i Madi (Mati)， skr. Mati 人名 a) 21 

bis 五 a) 19 Mancusiri， skr. Ma白jusri 文殊師利

bodistv， skr. bodhisattva 菩薩 a) 17， b) 1， 7 

b) 7， 13 I mandal， skr. mal)Qala 漫茶羅 a) 10 

bol- ある，なる a) 3， 16 I M(a)qastv， skr. Mahasattva 摩河
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薩 b) 13 I ukus talim 多数(の〉

m(e)n 私(第一人稽車数) b) 8 I tark 早い→tavraq

muni これを〔指示代名詞劉格) I til 舌，言葉

a) 14 I ti- l、ぅ

a) 1， 15 

b) 5 

a) 13 

a) 3 。l それ(指示代名詞主格) a) 14 I tud-(tut-) 取る，持つ

δdun-(凸tun-) 祈願する

og- 賞でる

a) 10， 14 I tudul-(tutul-) tudーの受身形 a) 18 

a) 7 I tup包t チベット b) 5 

。gdi(句ti) 讃僻 a) 6 I tukallig 完全な -ka--を具足せる

pandit， skr_ pa吋白星葬者 a) 21 I a) 2 

paramid (param的， skr_ paramita I turlug 種類(の) a) 19 

波羅密，到彼岸，徳行 a) 7 I tuzkarguluksuz 無上の a) 11 

Qoludi Sanggasiri (skr_ Sarpghasri) 

人名 b) 3-4 

qud (qut) 幸預，敬稽 b) 7 

sadana， skr. sadhana 成就 b) 2 

Samanda-batiri， skr. Samanta 

ulur 大きい

uq- 理解する

a) 11 

a) 11 

ukus 多いー→talim a) 5 

uza Iこよって a) 6，15，17，22; b) 3 

vidyasdan， skr. vidyasthana 明魔
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 tavraq すみやか a) 1， 16 I yarliqa- 命令する，したもう a) 13 

yukun- 種奔する a) 8， b) 8 tark tavraq 迅速(に)

talim 多い a) 6 

交法語尾

-di- b) 6 -mls、~， -mIs 、， a) 18，20，22 

-ru， -gu a) 8， 14 -mng b) 1 

-guluk a) 11 -ntin b) 6 

-1，・1 a) 16; b) 6 -nga b) 7 

-Jr，・19 a) 3， 12， 20 -p， -lP， -up a) 7， 10， 13， 18 

-1m b) 6 -Sl b) 2 

-】n a) 5 -suz a) 11 

-ka a) 2 ーtaci(-daci) a) 3 

ーlar，-Iar a) 4， 5， 6， 7， 9， 20 -u a) 12 

-lig a) 2 -ur， -ur a) 3， 16; b) 8 

-mak a) 5， 16 -zun a) 13 
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A Fragment of the Manjusri-sadhana in Uyy-ur

Script

Jｕt ｅｎ Ｏｄａ

　　　

No. 2695 of the Otani Turfan Collection preserved in the Ryukoku

University Library, Kyoto, is a fragment of the Maniusri-sadhana (au-

thor: Mati) in the old Turkic language, corresponding in content to

that of the　Tibetan　Tripitaka　Ｎ０. 2717 (Bstan･hgyur-rgyud- hgrel):

Sde-dge edition Tohoku University Catalogue ；　OR Ｎ０.3539　Peking

ed｡Otani Uni. Catalogue).　According to the colophon of our fra-

gment, by order “of Authority ” Ccoqdu<Mongol.: Coqto) a person

named Qoludi Sanggasiri translated it anew from the Tibetan language｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
This Turkish　translator of the Arya-rajavavadaka-nama　Mahayana-

sutra in blockprint (W. Radloff ed.), was put into Uyrur （OldTｕｒkiC）

language by order of the “ Qaran Emperor” (Qaranq an : the titleof

Mongol-Yuan Emperors in Uyrur).　Generally we should give adequ-

ate consideration to the fact that the Uyrurs came into contact with

Tibetan Buddism through the Mongol-Yuan Dynasty.

- ４


